
総合的な学習の時間「地球の環境を守ろう！今，わたしたちにできること」 

― 他教科・領域との関連を見据えた単元構想 ― 

 

◆国語との関連 ●社会との関連 ■算数との関連 ▼理科との関連 ★道徳との関連 

学習活動の過程 本単元の展開 関連する教科とその指導内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   地球の環境を守ろう！今，わたしたちにできること 

見通す 

原因の仮定 

↓ 

解決策の試行 

（予備調査） 

問題発見 

願いを持つ 

情報の収集 

↓ 

整理・分析 

↓ 

まとめ・表現 

問題の解決 

地球の今を知り，私たちにできることをしよう！ 

生活の中や地域，社会から，地球に起こっている問

題を見つけよう。 

原因を仮定し，予備調査をやってみよう。 

★ 世界の中の日本を考える 

「世界がもし100人の村だったら」（道徳）９月 

・ 世界の中で日本と日本人の置かれている立場

を知り，世界の人々や文化との積極的なかかわ

りについて考える。 

→ 同じ地球上で生活するさまざまな人々の現状

を同じ村に住む村人として知り，身近な意識を

もって考えることで，手を取り合って地球環境

を守っていこうとする気持ちをもつ。 

● 様々な視点で調べよう 

 「欧米の国々に認められるまで」（社会）10月 

・ 不平等条約改正への願いをどのようにして実現

していったのか，大日本帝国憲法の発布，日清・

日露の戦争，科学の進歩や教育の広まりなどにつ

いて調べ，多様な視点で改正までの努力をとら

えていくことができる。 

→ 願いをどのようにして実現していったのか，そ

の道筋を様々な視点から調べ，まとめることがで

きる。 
▼ 電気をつくってみよう 

 「物質とエネルギー：電気の利用」 （理科） 

＊平成21年度から移行措置，平成23年度から全面実施 

・ 手回し発電機などを使い，電気の利用の仕方

を調べ，電気の性質や働きについての考えをも

つことができる。 
→ 手回し発電機を使って電気をつくったり，力

や光などのエネルギーに変えたりすることが

できるか調べ，省エネルギーの観点などで，電

気（エネルギー）についての考えをもつことが

できる。 

■ 体積の表し方を知ろう 

 「体積のはかり方と表し方」（算数）12月 

・ 体積の概念や測定及びその単位について理解

し，直方体や立方体の体積を求めることができ

る。 

→ 体積の表し方を知り，数値を実感することが

できる。 

■ 比の性質を用いて，割合を調べよう 

 「比とその利用」（算数）１月 

・ 二量の関係を表すのに，比を用いることを理

解するとともに，比の表し方について理解し，

それらを用いる能力を伸ばす。 

→ 比の性質を利用して，比の一方の量を求める

ことができる。 

予備調査 
① 原因を解決するための具体的

な活動について見通しをもつ。 
② 実施に向けて計画を立てる。 

③ 実施可能か確かめる。 

地域の川の水質調査 
空気の浮遊物質調査 
省エネ状況調査 

図書資料 
インターネット 
新聞記事 
テレビ番組 

家庭・地域の取組 
事業者の取組 
行政の取組 

生ゴミコンポスト 

残飯０の取組 

川の水質調査 

水量の模型作成 

手回し発電機の制作 

リサイクル活動 

栽培活動 

地域の絶滅危惧種の 

調査 

森林の状況と割り箸の 

使用状況調査 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討会 

課題決定 

 

原因の追及 

↓ 

解決策の決定 

情報の収集 

↓ 

分析 

↓ 

まとめ・表現 

願いの実現 

新たな課題 

評価 

役立てる 

問題の解決 

検討会 
□ 自分にとってやりがいが
ある 

□ 人の役に立つ内容である 
□ 実現に向かっている 
□ 調査･体験･交流活動を通
している 

□ 自分で考え,行動している 

決定した解決策に沿って，問題の解決を図ろう！ 

● 討論会を開こう 

 「天下統一への道」 （社会） ７月 
・ 自分が関心をもったテーマに分かれて，三人

の武将の具体的な業績と人柄を示す資料を集

め，総括的に表現することができる。 

→ ディベートにおいて資料の提示の仕方を工夫して

話したり，根拠を持った説得力のある論を展開したり

することができるようにする。 

 
★ 思慮・節制の意味を考える 

「食べ残されたえびになみだ」（道徳） １０月 

・ 日本では，手も付けずに捨てられていく食料

が多い。地球を救うため，「もの」の大切さを

考える。 

→ 視点を変えて食料を輸出する側の努力や節制

の実態に目を向け，今の生活を振り返って，節

度を守ったり，節制に心掛けたりすることの大

切さを考える。 

◆ 構成をくふうして書こう 

 「わたしの意見を書こう」（国語）９月 

・ 日ごろの生活の言葉を見直して問題点を見つ

け，書く事柄を整理し効果的な組み立てで文章

を書く。 

→ 自分の意見を伝えるために，構成を工夫した

り，意見の理由や根拠を示したりすることがで

きる。 

◆ 未来について討論しよう 

 「百年前の未来予測」（国語）10月 

・ 文章の内容から筆者の考えを読み取り，未来

についての自分の考えを明確にする。 

→ パネルディスカッションにおいて，収集した

情報を基に自分の考えをまとめ，自分の立場や

意図を明確にして話したり，相手の立場を考え

ながら話を聞いたりすることができる。 

▼ わたしたちの暮らしと環境とのかかわ

りを考えよう 

 「生き物のくらしと自然かんきょう」（理科） 1月 

・ 生き物と環境とを関係付けながら調べ，生物

と環境とのかかわりについての考えをもつこと

ができる。 

→ 私たちの生活と自然環境とのかかわりや環境

保全についてまとめたり，自然環境をよりよく

するための工夫や努力について総合的に考えた

りすることができる。 

◆ 論説文を読んで，意見を交わそう。 

 「二十一世紀に生きる君たちへ」（国語） １１月 

・ 論説文を読んで文章の内容をつかみ，自分の学習課題を見付け，課題解決に取り組み，学んだことを

友達と交流したり，学習を評価したりことができる。 

→ これまでの学習で身に付けた国語の力を生かして，自分で課題解決の学習を進めるとともに，学習の

結果を発表したり，意見を交流したりする。 

生ゴミコンポスト 

残飯０の取組 

生活排水やゴミから

川を守る取り組み 

手回し発電機の制作 

省エネの取組 

リサイクル活動 

キッチンプランツ 

絶滅危惧種調査 

移入種の影響 

割り箸使用と 

森林保護の影響調査 

自分の学びを伝えよう 

全校児童，家族，地

域の人々，地域の事

業者，行政 

「未来の地球環境を守ろう」 
・パネルディスカッション 
・ワークショップ 

自分の一歩が自然や資源を守る・未来の環境

を守る。 

 豊かな自然環境を守るために，今できる一

歩を継続して行うために，この取り組みを確

かに広げるために，どうしたらよいだろう。 


